
問
学
校
配
置
の
適
正
化
検
討
委
員
会
で

出
さ
れ
た
主
な
意
見
は
。

答
教
育
長
／
主
な
意
見
と
し
て
、「
児
童

生
徒
数
の
現
状
や
将
来
推
計
を
見
る
と
、

学
校
配
置
の
適
正
化
は
、
早
急
に
取
り
組

む
べ
き
で
あ
る
」、「
学
校
配
置
の
適
正
化
は

ハ
ー
ド
面
が
重
視
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、

教
育
環
境
や
教
育
の
質
の
充
実
な
ど
、
ソ

フ
ト
面
に
つ
な
げ
る
施
策
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」、「
静
浦
小
中
一
貫
学
校
が
、
さ

ま
ざ
ま
な
成
果
を
出
し
て
い
る
た
め
、
小

中
一
貫
教
育
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る

べ
き
で
あ
る
」
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

問
静
浦
小
中
一
貫
学
校
の
成
果
を
踏
ま

え
た
本
市
の
学
校
教
育
の
あ
り
方
は
。

問
フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
は
、
個

人
ま
た
は
企
業
、団
体
か
ら
、
余
っ
た
食
料
、

使
わ
な
い
食
料
を
提
供
し
て
も
ら
い
、
行

政
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
生
活
困
窮
者
支

援
団
体
な
ど
を
通
じ
、
生
活
に
困
窮
し
、

支
援
を
望
む
人
や
福
祉
施
設
へ
食
品
を
提

供
す
る
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
る
が
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に

に
、
本
市
の
保
存
期
限
が
近
づ
い
た
災
害

備
蓄
食
料
の
一
部
を
提
供
す
る
考
え
は
。

答
危
機
管
理
監
／
本
市
で
は
、
現
在
、

二
十
五
年
保
存
が
可
能
な
非
常
食
を
、
静

岡
県
第
四
次
地
震
被
害
想
定
に
基
づ
き
避

難
所
避
難
者
用
と
し
て
、
七
日
分
の
備
蓄

を
進
め
て
い
る
。
保
存
期
限
の
近
づ
い
た

問
交
流
人
口
の
増
加
に
向
け
て
、
貴
重

な
地
域
資
源
で
あ
る
湧
水
を
活
用
す
る
考

え
は
。

答
企
画
部
長
／
市
内
各
地
に
点
在
す
る

湧
水
の
活
用
に
つ
い
て
、
民
有
地
に
あ
る

湧
水
を
、
市
が
観
光
資
源
と
し
て
の
利
用

に
向
け
て
、
積
極
的
に
整
備
や
Ｐ
Ｒ
し
て

い
く
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
三
月

二
十
五
日
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

を
行
う
泉
水
源
地
の
送
水
管
理
セ
ン
タ
ー

で
は
、
送
水
管
理
機
能
だ
け
で
な
く
、
沼

津
の
水
道
水
や
美
し
い
周
辺
環
境
の
す
ば

ら
し
さ
を
多
く
の
人
に
伝
え
る
べ
く
、
展

望
回
廊
で
の
パ
ネ
ル
展
示
や
展
望
コ
ー
ナ

ー
な
ど
を
設
け
て
い
る
。
ま
た
、
セ
レ
モ

問
平
成
二
十
七
年
六
月
定
例
会
の
最
終

日
に
お
い
て
、
沼
津
南
一
色
線
道
路
改
良

事
業
費
を
含
ん
だ
補
正
予
算
議
案
が
可
決

さ
れ
た
が
、
そ
の
数
時
間
後
に
、
市
長
か

ら
、
高
尾
山
古
墳
保
存
と
都
市
計
画
道
路

（
沼
津
南
一
色
線
）
整
備
の
両
立
に
つ
い

て
、
外
部
の
有
識
者
に
よ
る
協
議
会
を
設

置
し
、
検
討
し
直
す
と
の
発
表
が
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
に
対
し
、
検
討
し
直
す
と
判
断

し
た
時
点
で
、
議
案
は
取
り
下
げ
る
べ
き

で
あ
っ
た
と
考
え
る
が
、
取
り
下
げ
を
し

な
か
っ
た
理
由
は
。

答
建
設
部
長
／
沼
津
南
一
色
線
は
極
め

て
重
要
な
道
路
で
あ
り
、
で
き
る
だ
け
早

く
整
備
を
進
め
る
た
め
に
議
決
を
お
願
い

答
教
育
長
／
静
浦
小
中
一
貫
学
校
に
お

い
て
、
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
や
、
学
力
の

向
上
を
初
め
、
日
常
的
な
異
年
齢
交
流
に

よ
る
児
童
生
徒
の
社
会
性
の
向
上
や
児
童

生
徒
数
が
ふ
え
る
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た

学
校
行
事
の
実
施
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
の
向
上
と
い
っ
た
成
果
が
見
ら
れ

て
い
る
。
小
中
一
貫
教
育
は
、
教
育
的
効
果

が
高
い
と
考
え
、
市
内
の
他
の
学
校
に
お

い
て
も
、
そ
の
成
果
を
広
め
よ
う
と
、
現
在
、

研
究
に
励
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今

後
の
本
市
の
全
て
の
小
中
学
校
の
教
育
の

あ
り
方
と
し
て
、
段
階
的
で
は
あ
る
が
、

小
中
一
貫
教
育
の
導
入
を
積
極
的
に
推
進

す
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

非
常
食
に
つ
い
て
は
、
各
自
主
防
災
会
の

希
望
に
よ
り
、
総
合
防
災
訓
練
や
地
域
の

防
災
訓
練
実
施
時
な
ど
に
、
炊
き
出
し
訓

練
用
と
し
て
提
供
し
て
い
る
が
、
近
年
、

そ
の
希
望
が
ふ
え
て
き
た
た
め
、
平
成

二
十
六
年
か
ら
は
、
訓
練
計
画
量
を
提
出

し
て
も
ら
い
、
調
整
す
る
中
で
、
各
自
主

防
災
会
に
配
付
し
て
い
る
。
今
後
三
年
間

で
は
、
平
成
二
十
八
年
に
一
万
食
分
、
平
成

二
十
九
年
に
九
千
六
百
食
分
、
平
成
三
十

年
に
一
万
食
分
が
期
限
を
迎
え
る
が
、
訓

練
用
と
し
て
各
自
主
防
災
会
に
配
付
す
る

状
況
を
踏
ま
え
、調
整
の
上
、全
体
と
し
て

数
に
余
裕
が
あ
る
場
合
に
は
、フ
ー
ド
バ
ン

ク
に
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ニ
ー
当
日
は
、
沼
津
の
水
道
水
の
お
い
し

さ
を
実
感
し
て
も
ら
う
た
め
、
利
き
水
体

験
な
ど
も
予
定
し
て
い
る
。
清
ら
か
な
湧

水
が
数
多
く
点
在
し
、市
域
全
体
と
し
て
、

渇
水
期
に
も
水
の
心
配
は
全
く
要
ら
な
い

と
い
っ
た
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
、
海
辺
や

川
辺
な
ど
の
親
水
空
間
の
活
用
、
上
質
な

飲
料
水
な
ど
、

豊
か
な
水
を

切
り
口
と
し

て
、
沼
津
の
都

市
イ
メ
ー
ジ

を
発
信
し
て

い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
予
算
化
し
た
上
で

そ
の
執
行
に
当
た
っ
て
さ
ま
ざ
ま
調
整
が

必
要
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
一
般
的
に

も
あ
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。
特
に
今

回
の
場
合
は
、
六
月
定
例
会
の
一
般
会
計

予
算
決
算
委
員
会
の
委
員
長
報
告
に
お
い

て
も
、
高
尾
山
古
墳
は
多
く
の
市
民
等
が

思
い
を
寄
せ
る
本
市
の
大
切
な
財
産
で
あ

る
こ
と
を
認
識
し
、
ど
の
よ
う
な
保
存
活

用
方
法
が
最
良
で
あ
る
か
今
後
も
関
係
機

関
と
の
協
議
を
十
分
に
行
う
と
と
も
に
、

市
民
へ
の
周
知
に
も
、
よ
り
一
層
意
を
注

い
で
ほ
し
い
と
の
報
告
が
あ
り
、
そ
の
意

見
を
踏
ま
え
た
上
で
進
め
て
き
た
も
の
で

あ
る
。

霞
　
恵
介

渡
部
　
一
二
実

梶
　
泰
久

梅
沢
　
弘

本市の学校規模における適正配置と
今後の学校教育のあり方は

フードバンクふじのくにに対する
支援策は

湧水を活用した交流人口増加策は

高尾山古墳の保存を

▲浮島地区の湧水

一 般 質 問市政について問う！

学
校
配
置
の
適
正
化

フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に

湧
水
の
活
用

高
尾
山
古
墳
の
保
存
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